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康
有
為
の
奇
想
に
は
い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
。
今
同
は
緯
書

と
古
文
學
の
話
で
あ
る
（
注
l
)

。
『
新
學
偽
経
考
』
に

緯
書
雖
多
誕
奇
之
説
然
出
西
漠
以
前
典
今
文
博
士
説
合

猶
無
劉
欽
偽
説
也
其
時
興
古
説
合
者
則
欽
所
窟
入
大
致

則
輿
古
文
絶
界
分
彊
者
也
（
中
略
）
緯
輿
識
異
没
書
王
葬
博

徴
通
圏
識
者
是
識
乃
欽
葬
之
學
〔
隋
書
紐
籍
志
糾
謬
第
十

一

〕

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
確
か
に
、
緯
書
の
出
現
を
西
没
以
前
と
認

定
し
た
り
、
緯
と
識
と
を
載
然
と
謳
別
し
た
り
し
て
い
て
（
注
2
)
、

論
全
腔
と
し
て
は
首
を
か
し
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
が
、
感
心
さ

せ
ら
れ
る
と
言
っ
た
の
は
；
緯
書
の
中
に
は
古
文
説
と
合
致
す
る

は
じ
め
に

緯
書
と
古
文
學

ー
左
氏
説
を
中
心
に

中
国
研
究
集
刊
玉
号
（
総
五
十
号
）
平
成
二
十
二
年
一
月
一
六
ー
三
二
頁

も
の
が
あ
る
”
と
い
う
黙
に
目
を
つ
け
た
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。

な
ぜ
感
心
す
る
の
か
。
そ
れ
は
、
筆
者
が
、
緯
書
を
今
文
學
の
専

賣
特
許
と
す
る
通
説
（
注
3
)

に
、
や
や
疑
問
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
；
緯
書
は
古
文
學
ど
も
繋
が
り
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
”
と
い
う
の
が
、
筆
者
の
問
題
意
識
な
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
ヒ
ン
ト
を
輿
え
て
く
れ
る
の
は
、
な
に

も
康
有
為
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
も
、
疑
古
の
大
家
幅
井
重
雅

氏
が
い
る
。
幅
井
氏
は
、
『
漠
代
儒
敦
の
史
的
研
究
』
の
中
で
、
「
班

固
は
①
『
左
偲
』
と
②
緯
書
を
論
掠
と
し
て
、
③
漢
発
後
説
と
④

漢
火
徳
説
を
唱
え
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
『
漠
書
』
を
選
述
し
（
注
4
)
、

②
と
③
の
先
謳
者
で
あ
る
⑤
菫
仲
舒
を
宣
揚
し
た
（
注
5
)
」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
⑤
董
仲
舒
に
は
後
の
方
で
登
場
し
て
も
ら

う
こ
と
に
し
て
、
①

S
④
を
考
え
て
み
る
と
、
①
③
④
と
い
う
系

岩

本

憲

司

(16) 



列
の
親
近
性
、
及
び
②
③
④
と
い
う
系
列
の
親
近
性
は
明
ら
か
で

あ
る
元
6
)
か
ら
、
雨
者
を
勘
案
し
て
、
①
左
偲
と
②
緯
書
と
の
親

近
性
と
い
う
も
の
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
注
7
)
。
た

だ
し
、
筆
者
が
言
う
”
緯
書
と
左
氏
偲
と
の
繋
が
り
”
と
は
、
例
え

ば
、
穀
梁
の
苑
宵
序
に

左
氏
聾
而
富
其
失
也
巫
（
疏
多
叙
鬼
紳
之
事
預
言
禍
幅

之
期
）

と
あ
る
よ
う
な
、
説
話
の
中
身
の
こ
と
、
で
は
な
く
て
、
あ
く
ま

で
學
説
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ
る
（
注
8
)
0

さ
て
そ
れ
で
は
、
筆
者
が
”
緯
書
は
古
文
學
説
（
特
に
左
氏
説
）

と
闊
わ
り
が
あ
る
”
と
考
え
る
根
掠
は
何
か
。
そ
れ
は
賞
は
簡
輩

‘,＇’’ 

な
話
で
あ
っ
て
、
一
緯
書
の
隅
隅
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る
基
本

（
 

、̀‘/

的
な
思
考
は
、
五
行
相
生
に
よ
る
没
火
徳
説
で
あ
り
、
二
没
火
徳

（
 

‘、’ノ

説
は
劉
向
父
子
に
始
ま
る
も
の
で
あ
り
、
三
劉
向
父
子
に
始
ま
る

（
 

の
は
左
氏
説
で
あ
る
（
注
9
)
、
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
顧
頷
剛
が
『
秦

漠
的
方
士
奥
儒
生
』
の
中
で
、
「
識
緯
書
の
出
現
に
は
三
つ
の
使
命

が
あ
っ
た
」
と
し
て
、

其
二
是
肢
揮
王
葬
劉
欽
何
所
侶
導
的
新
古
史
和
新
祀
典
的
學

説
使
得
も
盆
骰
有
證
有
披
(
―
二
九
頁
）

と
言
っ
て
い
る
の
は
、
「
左
氏
」
の
語
こ
そ
な
い
が
、
こ
の
邊
の
事

情
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
和
1
0
)
0

と
い
う
こ
と
で
大
枠
の
提
示
が
清
ん
だ
の
で
、
以
下
、
具
腔
的

通
説
は
、
今
文
家
は
緯
書
に
親
近
し
、
古
文
家
は
緯
書
に
反
封

し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
緯

書
に
反
封
し
た
今
文
家
と
緯
書
に
親
近
し
た
古
文
家
の
存
在
で
あ

る。〔
劉
向
父

五
行
相
生
に
よ
る
漠
火
徳
説
を
通
じ
て
の
、
緯
書
と
こ
の
二
人

と
の
密
接
な
闊
係
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
他

に
も
、
こ
の
二
人
が
緯
書
に
親
近
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
は
多
い

（注
ll)°

た
だ
し
、
二
人
が
緯
書
に
反
封
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
も
、

な
い
こ
と
は
な
い
。
劉
向
に
つ
い
て

初
成
帝
時
齊
人
廿
忠
可
詐
造
天
官
暦
包
元
太
平
綬
十
二
巻

以
言
漢
家
逢
天
地
之
大
終
嘗
更
受
命
於
天
天
帝
使
異
人

赤
精
子
下
敦
我
此
道
忠
可
以
敦
重
平
夏
賀
良
容
丘
丁
廣
世

東
郡
郭
昌
等
中
曼
校
尉
劉
向
奏
忠
可
椴
鬼
紳
岡
上
惑
衆
下

獄
治
服
未
断
病
死
（
『
漠
書
』
睦
雨
夏
侯
京
翼
李
博
）

と
あ
り
、
劉
欽
に
つ
い
て

哀
帝
初
立
司
隷
校
尉
解
光
亦
以
明
経
通
災
異
得
幸

第

緯
書
と
古
文
家

白
賀
良

中
身
の
検
討
に
入
る
。
第
一
は
、
緯
書
と
古
文
家
（
左
氏
家
）
と

の
闊
係
で
あ
る
。

(17) 



等
所
挟
忠
可
書

不
可
施
行
（
同
上
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
者
は
孤
立
し
た

例
で
あ
る
し
、
前
者
は
注
1
1
に
翠
げ
た
同
偲
賛
の
文
章
R
と
矛
盾

（
 

す
る
。
な
お
、
『
後
漠
書
』
張
衡
偲
に

若
夏
侯
勝
睦
孟
之
徒
以
道
術
立
名
其
所
述
著
無
識
一
言

劉
向
父
子
領
校
秘
書
閲
定
九
流
亦
無
識
録
成
哀
之
後

乃
始
聞
之

と
あ
る
の
は
、
『
没
書
』
藝
文
志
に
緯
書
が
著
録
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
の
説
明
、
つ
ま
り
、
緯
書
の
成
立
時
期
の
説
明
に
し
か
な
る
ま

い（注
12)
。
と
い
う
こ
と
で
、
劉
向
は
さ
て
お
き
、
劉
欽
を
緯
書
に

親
近
し
た
古
文
家
と
認
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

〔
買
達
と
李
育
〕

買
達
が
緯
書
に
親
近
し
た
古
文
家
（
左
氏
家
）
で
あ
る
こ
と
は
、

『
後
漢
書
』
の
本
博
に

臣
以
永
平
中
上
言
左
氏
典
圏
識
合
者
（
中
略
）
至
光
武
皇
帝

癒
獨
見
之
明
興
立
左
氏
穀
梁
會
二
家
先
師
（
注
13)
不
喫
岡
識

故
令
中
道
而
廂
（
中
略
）
又
五
経
家
皆
無
以
證
岡
識
明
劉
氏

為
発
後
者
而
左
氏
獨
有
明
文
五
経
家
皆
言
顕
項
代
黄
帝

而
甕
不
得
為
火
徳
左
氏
以
為
少
臭
代
黄
帝
即
圏
識
所
謂
帝

宣
也
如
令
発
不
得
為
火
則
没
不
得
為
赤
其
所
肢
明
補
盆

賞
多

下
奉
車
都
尉
劉
飲

欽
以
為
不
合
五
綬

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
が
、
賞
は
こ
の
文
は
更
に
重

要
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
緯
書
と
古
文
家
（
左
氏

家
）
と
の
親
近
性
は
、
原
理
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
便
宜
で
は
な

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
先
に
注
①
で
述
べ
た
、
緯

書
の
中
核
で
あ
る
五
行
相
生
に
よ
る
漠
火
徳
説
（
漠
発
後
説
を
含

む
）
は
、
左
氏
博
に
絡
ま
せ
な
い
と
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
、
と

い
う
、
緯
書
と
左
氏
博
と
の
深
い
闊
係
性
の
問
題
で
あ
り
、
買
達

は
こ
の
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

桓
靡
以
不
善
識
流
亡
（
注
14)

鄭
興
以
遜
辟
僅
免
（
注
15)

買
達
能

附
會
文
致
最
差
貴
顕
（
『
後
漢
書
』
買
達
偲
論
）

と
カ鄭

興
買
達
以
附
同
稲
顕
桓
證
手
敏
（
注
16)
以
乖
杵
涌
敗
（
『
後
没

書
』
方
術
博
）

と
い
っ
た
よ
う
な
評
債
は
、
皮
相
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

（注
1
7
)
0一

方
、
李
育
に
つ
い
て
は
、
『
後
没
書
』
儒
林
偲
に

嘗
讀
左
氏
偲
雖
楽
文
采
然
謂
不
得
聖
人
深
意
以
為
前
世

陳
元
苑
升
之
徒
更
相
非
折
而
多
引
岡
識
(tlo18)

不
披
理
謄

於
是
作
難
左
氏
義
四
十
一
事

と
あ
っ
て
、
彼
が
緯
書
に
反
封
し
た
今
文
家
（
公
羊
家
）
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
彼
の
よ
う
な
ね
じ
和
だ
存
在
の
確
認

は
、
緯
書
に
親
近
し
た
古
文
家
の
存
在
を
、
つ
ま
り
；
緯
書
は
今

(18) 



第

と
い
う
こ
と
を
、

緯
書
の
中
の
古
文
説

裏
か
ら
保
證
す

文
家
の
専
賣
特
許
で
は
な
い
”

る
も
の
と
言
え
る
。

以
上
、
緯
書
と
古
文
家
と
の
闊
係
を
考
察
し
た
（
注
19)
結
果
、
”
緯

書
の
中
に
古
文
説
（
左
氏
説
）
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
”
と

い
う
状
況
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
た
と
思
う
が
、
賞

際
に
は
ど
う
な
の
か
。
膨
大
な
緯
書
資
料
（
注
20)

の
中
か
ら
探
し
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
注
2
1
)
0

①
「
火
者
陽
之
精
也
人
火
為
火
天
火
為
災
」
（
『
春
秋
考
異
郵
』
）

宣
公
十
六
年
の
左
氏
偲
文
に
「
凡
火
人
火
日
火
天
火
日
災
」

と
あ
る
か
ら
、
左
氏
説
に
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
文
は
、

『
古
微
書
』
に
拾
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
周
知
の
と
お
り
『
古

微
書
』
に
は
出
典
が
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
本
嘗
に
緯
書
の
文

な
の
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
し
か
も
、
『
績
漢

書
』
五
行
志
二
の
注
に
引
く
〈
春
秋
考
異
郵
〉
に
は
「
火
者
陽
之

精

也

人

合

天

氣

五

行

陰

陽

極

陰

反

陽

極

陽

生

陰

故

應

人

行
以
災
不
詳
在
所
以
感
之
萌
應
轄
旋
従
逆
殊
心
也
」
と
あ

っ
て
、
後
半
の
文
章
が
全
く
違
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

文
は
、
緯
書
と
認
定
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
も
の
、
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
（
注
22)0

②
「
古
之
火
正
或
食
干
心
或
食
干
味

鶉
火
心
為
大
火
」
（
『
詩
含
紳
霧
』
）

こ
の
文
は
、
襄
公
九
年
の
左
氏
傭
文
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
か
ら
、

左
氏
説
に
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
文
が
拾
わ
れ
て
い
る

『
説
郭
（
注
23)
』
に
は
、
先
の
『
古
微
書
』
と
同
様
に
、
出
典
が
示

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
果
し
て
緯
書
の
文
な
の
か
ど
う
か
、
上
の

①
例
と
同
じ
疑
問
が
残
る
。

③
「
分
為
四
部
各
有
義
焉
」
（
『
證
記
』
月
令
疏
引
〈
考
異
郵
〉

説）

こ
れ
を
左
氏
説
と
い
う
に
は
説
明
が
い
る
。
ま
ず
、
同
疏
の
す
ぐ

上
の
文
に
「
鄭
繹
廂
疾
云
春
秋
凡
書
二
十
四
旱
」
と
あ
る
か
ら
、

こ
れ
が
《
春
秋
》
の
「
旱
」
の
記
事
に
闊
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
疏
の
文
を
更
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
次
の
よ

う
な
長
い
解
説
が
見
え
る
。

按
春
秋
桓
五
年
秋
大
霧
備
云
書
不
時
（
中
略
）
儘
十
一
年

秋
八
月
大
霧
十
三
年
秋
九
月
大
霧
成
公
三
年
秋
大
毒
七

年

冬

大

雲

襄

五

年

秋

大

霧

博

日

旱

八

年

九

月

大

需

博

日

旱

十

六

年

秋

大

零

十

七

年

秋

九

月

大

霧

二

十

八

年

秋

八

月

大

需

偲

日

旱

昭

三

年

秋

八

月

大

嗚

博

日

旱

六

年

九

月

大

毒

偲

日

旱

八

年

秋

大

霧

十

六

年

秋

九

月

大

霧

傭

日

旱

二

十

四

年

秋

八

月

大

需

備

日

旱

十
五
年
秋
七
月
上
辛
大
嘴
季
辛
又
霧
偲
日
秋
書
再

以
出
内
火

故
味
為

(19) 



毒

旱

甚

定

元

年

秋

九

月

大

霧

七

年

秋

大

嗚

九

月

大

霧

十
二
年
秋
大
零
僣
二
十
一
年
夏
大
旱
宣
七
年
秋
大
旱

荘
三
十
一
年
冬
不
雨
倍
二
年
冬
十
月
不
雨
三
年
正
月
不
雨

夏
四
月
不
雨
六
月
雨
偲
日
自
十
月
不
雨
至
干
五
月

不
日
旱
不
為
災
文
二
年
自
十
有
二
月
不
雨
至
干
秋
七
月

十
年
云
自
正
月
不
雨
至
干
秋
七
月
十
三
年
云
自
正
月
不

雨

至

千

秋

七

月

是

春

秋

之

中

不

雨

有

七

大

旱

有

二

大

嘱
有
二
十
一
都
井
有
三
十
（
中
略
）
三
十
之
中
去
此
六
事

不

敷

唯

有

二

十

四

在

就

二

十

四

之

中

分

為

四

部

桓

五

年

秋

大

雲

説

霧

證

是

一

部

也

倍

二

年

冬

十

月

不

雨

儘

三

年

正

月

不

雨

夏

四

月

不

雨

説

揺

證

是

二

部

也

文

二

年
文
十
年
文
十
三
年
皆
云
正
月
不
雨
至
千
秋
七
月
説
旱
而

不
為
災
是
三
部
也
此
三
部
抱
有
七
條
於
二
十
四
去
七
條

餘
有
十
七
條
説
旱
氣
所
由

も
し
、
こ
の
解
説
が
、
疏
の
獨
創
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
偲
承
に

よ
る
も
の
だ
と
す
れ
ば
（
注
24)
、
こ
こ
の
「
分
為
四
部
各
有
義
焉
」

と
い
う
緯
書
の
文
は
、
左
氏
説
と
認
定
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
長
文
の
解
説
の
中
に
何
同
も
出
て
く
る
「
博
日
」

は
全
て
左
氏
偲
文
だ
か
ら
で
あ
る
。

④
「
襄
公
大
辱
師
敗
於
拙
徒
信
不
知
櫂
謳
之
謀
不
足
以
交

郡
國
定
遠
彊
也
」
（
『
詩
』
大
雅
大
明
疏
引
〈
考
異
郵
〉
）

こ
の
文
が
、
左
氏
説
、
い
な
反
公
羊
説
で
あ
る
こ
と
は
、
贅
言
を

要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
同
疏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
は
、

鄭
玄
が
『
厳
左
氏
膏
盲
』
の
中
で
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
（
注
25)0

⑤
「
左
丘
明
為
素
臣
」
（
『
論
語
摘
輔
象
』
）

こ
の
文
は
、
左
丘
明
が
出
て
い
る
か
ら
、
左
氏
説
に
ま
ち
が
い
な

い
。
た
だ
し
、
こ
の
文
を
拾
っ
て
い
る
の
は
、
例
に
よ
っ
て
、
出

典
を
示
さ
な
い
『
古
微
書
』
で
あ
る
（
注
26)
か
ら
、
緯
書
の
文
で
あ

る
確
信
は
持
て
な
い
。
ち
な
み
に
、
類
似
の
文
が
「
丘
明
為
素
臣
」

と
し
て
、
杜
預
の
〈
春
秋
序
〉
に
見
え
、
そ
の
疏
に
は
「
其
言
丘

明
為
素
臣
未
知
誰
所
説
也
」
と
あ
る
（
注
27)0

⑥

「

三

年

一

閏

不

告

朔

非

證

也

閏

以

正

時

時

以

作

事

事
以
厚
生
民
之
道
検
橿
在
是
突
」
（
『
北
堂
書
紗
』
歳
時
部
引

〈
春
秋
元
命
包
〉
）

こ
の
文
に
つ
い
て
は
、
『
證
記
』
玉
藻
疏
に
引
く
許
恨
『
五
紐
異
義
』

こ
~
J
-
『

公

羊

説

毎

月

告

朔

朝

廟

至

干

閏

月

不

以

朝

者

閏

月

残

緊

餘

分

之

月

無

政

故

不

以

朝

紐

書

閏

月

猶

朝

廟

誤

之

左

氏

説

閏

以

正

時

時

以

作

事

事

以

厚

生

生

民

之

道

於

是

乎

在

不

告

閏

朔

棄

時

政

也

許

君

謹

按

従

左

氏

説
不
顕
朝
廟
告
朔
之
異
謂
朝
廟
而
因
告
朔

と
あ
る
か
ら
、
一
應
、
左
氏
説
と
認
定
で
き
る
（
注
28)o

⑦
「
麟
生
於
火
源
於
中
土
軒
棘
大
角
之
獣
」
（
『
公
羊
』
哀
公

十
四
年
「
麟
者
仁
獣
也
」
疏
引
〈
春
秋
説
〉
）
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こ
の
文
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
公
羊
・
穀
梁
・
左
氏
の
三
家
の

所
謂
「
獲
麟
」
解
繹
（
注
29)
を
一
と
お
り
見
渡
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
は
恰
好
の
資
料
が
あ
る
。
非
常
に
長
い
が
、

煩
を
い
と
わ
ず
、
先
に
あ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

異
義
説
左
氏
者
以
昭
二
十
九
年
偲
云
水
官
不
脩
故
龍
不

至
以
水
生
木
故
為
脩
母
致
子
之
説
故
服
虔
注
獲
麟
云

麟

中

央

土

獣

土

為

信

信

證

之

子

脩

其

母

致

其

子

視
明
證
脩
而
麟
至
思
容
信
立
而
白
虎
擾
言
従
又
成
而
紳
亀

在
沼
聴
聰
知
正
則
名
川
出
龍
貌
恭
性
仁
則
鳳
皇
束
儀
又

毛

詩

博

云

麟

信

而

應

證

又

云

駆

虞

義

獣

有

至

信

之

徳
則
應
之
皆
為
以
脩
母
致
子
之
義
也
若
鄭
康
成
之
説
則
異

於
此
脩
営
方
之
事
則
営
方
之
物
粛
應
故
異
義
公
羊
読
哀

十
四
年
獲
麟
此
受
命
之
瑞
周
亡
失
天
下
之
異
左
氏
説

麟
是
中
央
軒
轄
大
角
獣
孔
子
脩
春
秋
者
證
脩
以
致
其
子

故

麟

束

為

孔

子

瑞

陳

欽

説

麟

西

方

毛

晶

孔

子

作

春

秋

有

立

言

西

方

兌

兌

為

口

故

麟

束

評

懺

謹

按

公

議

郎
手
更
始
待
詔
劉
更
生
等
議
石
渠
以
為
吉
凶
不
並
瑞
災
不

兼
今
麟
為
周
亡
天
下
之
異
則
不
得
為
瑞
以
應
孔
子
至

玄

之

聞

也

洪

範

五

事

二

日

言

言

作

従

従

作

又

又

治

也

言

於

五

行

隔

金

孔

子

時

周

道

衰

亡

己

有

聖

徳

無

所

施

用

作

春

秋

以

見

志

其

言

可

従

以

為

天

下

法

故

應
以
金
獣
性
仁
之
瑞
賤
者
獲
之
則
知
将
有
庶
人
受
命
而
行

之

受

命

之

徴

已

見

則

於

周

牌

亡

事

勢

然

也

興

者

為

瑞

亡
者
為
災
其
道
則
然
何
吉
凶
不
並
瑞
災
不
兼
之
有
乎

如
此
脩
母
致
子
不
若
立
言
之
説
密
也
（
中
略
）
異
義
公
羊

読

麟

木

精

左

氏

読

麟

中

央

軒

轄

大

角

之

獣

陳

欽

説
麟
是
西
方
毛
晶
（
『
證
記
』
證
運
疏
（
注
30)
）

ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
「
獲
麟
」
と
《
春
秋
》
制
作
と
の
時
間
的
前

後
闊
係
で
あ
る
。
蓋
仲
舒
以
来
の
公
羊
家
が
「
獲
麟
」
↓
《
春
秋
》

制
作
と
し
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
、

穀
梁
家
（
手
更
始
・
劉
向
（
注
31)
）
・
左
氏
家
は
、
逆
に
、
《
春
秋
》

制
作
↓
「
獲
麟
」
と
順
序
づ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
か

ら
、
公
羊
で
は
麟
を
木
精
と
し
て
い
る
の
に
到
し
て
、
左
氏
で
は

土
精
ま
た
は
金
精
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
公
羊
の
木
精
説

は
、
「
獲
麟
」
↓
《
春
秋
》
制
作
と
い
う
順
序
と
連
動
し
て
い
て
、

《
春
秋
》
は
漢
つ
ま
り
火
徳
で
あ
る
か
ら
、
五
行
相
生
で
、
木
↓

火
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
左
氏
の
土
精
説
・
金
精
説

は
、
こ
れ
と
は
だ
い
ぶ
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
左
氏
の
方
も
、
ベ

ー
ス
は
五
行
相
生
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
《
春
秋
》
制
作

↓
「
獲
麟
」
と
い
う
順
序
と
連
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
金

精
説
（
陳
欽
•
鄭
玄
）
の
方
は
、
金
↓
金
だ
か
ら
も
ち
ろ
ん
だ
が

（
こ
れ
を
「
脩
嘗
方
致
嘗
方
」
説
と
呼
ぶ
）
、
土
精
説
（
買
達
・
服

虔
．
穎
容
）
の
方
も
、
火
↓
土
と
な
っ
て
、
順
序
は
逆
だ
が
、
《
春

秋
》
が
火
に
嘗
た
っ
て
い
る
か
ら
、
公
羊
と
同
じ
よ
う
に
も
見
え
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る
が
、
賞
は
「
脩
母
致
子
」
と
い
う
特
殊
な
説
に
披
っ
て
い
る
の

で
あ
る
（
注
32)0

ひ
る
が
え
っ
て
、
嘗
該
の
緯
書
の
文
を
見
れ
ば
、
こ
れ
が
、
左
氏

説
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
脩
母
致
子
」
説
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
は
、

明
白
で
あ
ろ
う
（
注
3
3
)
0

⑧

「

古

者

以

五

霊

配

五

方

龍

木

也

鳳

火

也

麟

土

也

白

虎

金

也

紳

亀

水

也

其

五

行

之

序

則

木

熱

生

火

火

地

生

土

土

廿

生

金

金

澪

生

水

水

液

生

木

五

者

脩

其

母

則

致

其

子

水

官

脩

龍

至

木

官

脩

鳳

至

火

官

脩

麟

至

土

官

脩

白

虎

至

金

官

脩

紳

亀

至

故

日

視

明

證

脩

麒

麟

束

遊

思

容

信

立

白

虎

馴

擾

言

従

又

成

而

紳

亀

在

沼

聴

聰

知

正
而
名
川
出
龍
貌
恭
腔
仁
鳳
凰
鳴
桐
」
（
『
證
稽
命
徴
』
）

こ
の
文
は
、
明
ら
か
に
「
脩
母
致
子
」
説
で
あ
り
、
上
の
⑦
に
引

い
た
長
文
の
資
料
に
も
、
同
榛
の
記
述
が
見
ら
れ
る
が
、
よ
り
近

い
表
現
と
し
て
、
『
左
氏
』
昭
公
二
十
九
年
の
疏
に

漢
氏
先
儒
説
左
氏
者
皆
以
為
五
懸
配
五
方
龍
隔
木
鳳
隔

火

麟

為

土

白

虎

厭

金

紳

亀

隔

水

其

五

行

之

次

木

生

火

火

生

土

土

生

金

金

生

水

水

生

木

五

者

脩

其

母

則
致
其
子
水
官
脩
則
龍
至
木
官
脩
則
鳳
至
火
官
脩
則
麟

至
土
官
脩
則
白
虎
至
金
官
脩
則
紳
亀
至
故
為
其
説
云

視
明
證
脩
而
麟
至
思
容
信
立
而
白
虎
擾
言
従
又
成
而
紳
亀

在
沼
聴
聰
知
正
而
名
川
出
龍
貌
恭
腔
仁
則
鳳
皇
束
儀

と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
左
氏
説
に
ま
ち
が
い
な
い
の
だ
が
、
果

し
て
、
本
営
に
緯
書
の
文
で
あ
る
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。
と

い
う
の
も
、
こ
の
文
を
拾
っ
て
い
る
『
古
微
書
』
・
『
玉
函
山
房
輯

侠
書
』
に
は
出
典
が
な
く
、
『
黄
氏
逸
書
考
』
に
は
「
同
上
」
と
あ

る
が
、
そ
の
「
上
」
が
何
を
指
し
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
ず
、

『
重
修
緯
書
集
成
』
に
は
た
だ
「
清
河
郡
本
（
注
34)

」
と
あ
る
だ
け

だ
か
ら
で
あ
る
。
疑
問
と
言
え
ば
、
こ
の
文
が
、
す
ぐ
上
に
拳
げ

た
左
氏
疏
の
文
と
あ
ま
り
に
も
よ
く
似
て
い
る
黙
も
、
氣
に
な
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

⑨
「
強
幹
弱
流
天
之
道
（
宋
均
注
流
猶
枝
也
）
」
（
『
文
選
』

班
固
〈
西
都
賦
〉
注
引
〈
春
秋
漠
含
摯
〉
）

こ
の
文
は
、
『
後
漠
書
』
買
達
偲
に
「
今
左
氏
崇
君
父
卑
臣
子

彊
幹
弱
枝
勧
善
戒
悪
至
明
至
切
至
直
至
順
」
と
あ
り
、
同

哀
紹
偲
に
「
幕
府
惟
強
幹
弱
枝
之
義
且
不
登
畔
人
之
黛
（
注
35)

」

と
あ
り
、
同
慮
植
偲
に
「
尋
春
秋
之
義
王
后
無
嗣
揮
立
親
長

年
均
以
徳
徳
均
則
決
之
卜
研
巫
（
注
36)

（
中
略
）
張
幹
弱
枝
之
道

也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
左
氏
説
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま

た
、
『
後
漠
書
』
班
固
偲
及
び
『
文
選
』
西
都
賦
に
「
蓋
以
彊
幹
弱

枝
隆
上
都
而
観
萬
國
」
と
あ
る
の
も
傍
證
に
な
ろ
う
（
注
37)
。
た

だ
し
、
『
白
虎
通
』
誅
伐
に
も
「
所
以
尊
君
卑
臣
強
幹
弱
枝
明

善
善
悪
悪
之
義
也
」
と
あ
り
、
『
後
漢
書
』
光
武
帝
紀
上
に
も
「
強

幹
弱
枝
所
以
為
治
也
（
注
38)
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
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公
羊
説
の
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
も
、
『
史
記
』
漠
興
以
束
諸
侯
王

年
表
序
に
も
「
彊
本
幹
弱
枝
葉
之
勢
尊
卑
明
而
萬
事
各
得
其
所

突
（
注
39)
」
と
あ
り
、
同
劉
敬
博
に
も
「
此
彊
本
弱
末
之
術
也
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
輩
な
る
古
語
か
も
知
れ
な
い
。
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
文
は
、
今
ま
で
の
例
と
は
逆
に
、
緯
書
で
あ
る
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
左
氏
説
と
す
る
に
は
疑
問
が
残
る
（
注
40)0

⑩
「
大
星
如
虹
下
流
華
渚
女
節
意
感
生
白
帝
朱
宣
（
宋
均

注
朱
宣
少
臭
氏
也
）
」
（
『
後
漢
書
』
買
達
傭
注
引
〈
河
圏
〉

（注
41)）

こ
の
注
の
野
象
と
な
っ
て
い
る
買
達
偲
の
本
文
は
「
左
氏
以
為
少

臭
代
黄
帝
即
圏
識
所
謂
帝
宣
也
」
で
あ
る
か
ら
、
〈
河
圏
〉
の
「
朱

宣
」
で
は
、
び
っ
た
り
と
は
一
致
し
な
い
。
一
致
す
る
の
は
賞
は

次
の
文
で
あ
る
。

炎
帝
琥
日
大
庭
氏
俯
八
世
合
五
百
二
十
歳
黄
帝
一
曰
帝
軒

轄

偲

十

世

二

千

五

百

二

十

歳

次

日

帝

宣

日

少

臭

一

日

金

天

氏

則

窮

桑

氏

偲

八

世

五

百

歳

次

日

顕

項

則

高

陽

氏

偲

二

十

世

三

百

五

十

歳

次

是

帝

魯

即

高

辛

氏

偲

十

世
四
百
歳
（
『
證
記
』
祭
法
疏
引
〈
春
秋
命
麻
序
〉
）

こ
の
文
自
腔
は
、
劉
歓
の
〈
世
経
〉
（
『
没
書
』
律
暦
志
下
）
と
同

内
容
で
、
五
行
相
生
に
よ
る
漢
火
徳
説
の
一
環
で
あ
る
か
ら
、
注
幻

で
述
べ
た
よ
う
に
、
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
必
要
の
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
文
と
買
達
偲
の
本
文
と
〈
河
圏
〉
の
宋
均
注
を
並

お
わ
り
に

べ
て
み
る
と
、
帝
宣

II
少
臭
II
朱
宣
と
い
う
線
が
浮
か
び
上
っ
て

く
る
（
注
42)
。
そ
う
な
れ
ば
、
こ
の
〈
河
圏
〉
の
文
を
左
氏
説
と
認

定
し
て
も
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
（
注
4
3
)
0

ま
だ
他
に
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
以
上
の
十
例
（
注
44)
が
、
一
應
現

時
黙
で
筆
者
が
見
つ
け
出
し
て
い
る
、
古
文
説
（
左
氏
説
）
の
可

能
性
の
あ
る
緯
書
の
文
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
う
ち
半
敷
は
疑

問
が
残
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
確
賞
な
も
の
は
、
わ
ず
か
四
、
五

例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
第
一
章
で
”
緯
書
の
中
に
古
文
説
（
左
氏
説
）
が
あ
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
”
と
い
う
常
時
の
状
況
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
、

第
二
章
に
於
い
て
具
腔
例
を
検
討
し
て
み
た
わ
け
だ
が
、
結
果
と

し
て
見
出
さ
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
微
微
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
結
果
を
ど
う
評
債
す
る
の
か
。
通
説
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
は
だ
ま
だ
ま
紛
江
込
ん
だ
も
5
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
が
、
そ
う
な
る
と
、
先
に
述
べ
た
よ
う
な
、
緯
書
の
隅
隅
に
ま

で
行
き
渡
っ
て
い
る
漢
火
徳
説
の
由
束
を
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

こ
の
説
が
左
氏
説
で
な
い
と
す
る
と
、
い
っ
た
い
何
説
な
の
か

（注
45)
。
筆
者
に
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
他
に
い
い
ア
イ
デ
ア
が
浮
か

ば
な
い
。
つ
ま
り
、
筆
者
は
、
こ
れ
ら
少
敷
例
を
、
い
わ
ば
氷
山
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の
一
角
（
注
46)
と
し
て
と
ら
え
、
緯
書
の
中
に
古
文
説
（
左
氏
説
）

が
見
え
る
の
は
、
あ
く
ま
で
原
理
的
問
題
で
あ
っ
て
、
偶
然
で
は

な
い
、
と
主
張
し
た
い
の
で
あ
る
（
注
47)o

表
現
を
嬰
え
れ
ば
、
具

腔
例
の
検
討
後
も
や
は
り
”
緯
書
の
中
に
古
文
説
（
左
氏
説
）
が
あ

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
”
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
筆
者
は
、
薔
稿
（
注
48)
で
、
『
春
秋
繁
露
』
愈
序
篇
に

孔
子
日
（
中
略
）
以
為
見
之
空
言
不
如
行
事
博
深
切
明

と
あ
り
、
『
史
記
』
太
史
公
自
序
に

子
日
我
欲
載
之
空
言
不
如
見
之
於
行
事
之
深
切
著
明
也

と
あ
る
の
を
、
後
者
の
〈
索
隠
〉
に

孔
子
之
言
見
春
秋
緯

と
あ
る
の
を
手
が
か
り
に
検
討
し
、
雨
者
の
前
漢
末
あ
た
り
の
晩

出
性
を
證
明
し
た
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
「
空
言
」
は
公
羊
を
、
「
行

事
」
は
左
氏
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
、
こ
の
文
は
、
公
羊
に
到
す
る
左

氏
の
優
越
性
を
、
孔
子
の
口
を
椴
り
て
言
わ
し
め
て
い
て
、
要
す

る
に
、
左
氏
の
宣
偲
文
句
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た

だ
し
、
そ
の
際
、
「
公
羊
學
ど
密
接
な
関
係
に
お
る
と
思
わ
れ
る
緯

書
の
中
に
、
『
左
傭
』
の
宣
傭
文
句
が
見
え
る
と
い
う
の
は
、
少
し

＜
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
（
注
49)
」
と
し
て
、
自
ら
疑
問
を
提
出
し
て

お
い
た
（
注
50)°

だ
か
ら
、
先
程
の
縛
書
の
中
に
古
文
説
（
左
氏
説
）

が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
”
と
い
う
結
論
は
、
上
の
自
問
に
野

す
る
自
答
の
第
一
歩
で
あ
る
（
注
51)0

(
1
)

康
有
為
の
緯
書
観
全
般
に
つ
い
て
は
、
原
田
正
己
「
滑
末
思
想
家

の
緯
書
観
—
|
＇
康
有
為
『
新
學
偽
経
考
』
を
中
心
と
し
て1

」
(
『
識

緯
思
想
の
綜
合
的
研
究
』
所
収
）
を
参
照
。

(
2
)

緯
と
識
と
は
渾
然
と
し
て
一
腔
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
を
「
緯
書
」
と
呼
ぶ
。

(
3
)

枚
翠
に
暇
が
な
い
。
こ
こ
で
は
代
表
例
を
い
く
つ
か
翠
げ
る
。
「
予

は
公
羊
學
者
が
緯
書
を
作
っ
た
と
断
言
す
る
丈
の
材
料
を
有
せ
ぬ
。

併
し
（
中
略
）
公
羊
學
と
圏
識
と
は
、
同
一
物
と
い
ふ
事
は
出
束
ぬ

と
し
て
も
、
前
者
が
後
者
を
利
用
し
た
と
い
っ
て
も
差
支
へ
な
い
か

も
知
れ
ぬ
と
思
ふ
」
（
狩
野
直
喜
『
雨
漢
學
術
考
』
一
五
二
頁
）
。
「
そ

の
侠
文
に
よ
っ
て
考
え
る
と
、
識
緯
の
説
は
公
羊
を
中
心
と
す
る
齊

學
か
ら
出
て
い
る
こ
と
が
判
る
」
（
武
内
義
雄
『
中
國
思
想
史
』
一
三

九
頁
）
。
「
私
は
緯
書
思
想
に
公
羊
思
想
、
特
に
蓋
仲
舒
な
ど
の
思
想

が
大
き
く
影
智
し
て
い
る
と
考
え
る
」
（
安
居
香
山
『
緯
書
の
基
礎
的

研
究
』
思
想
篇
六
五
頁
）
。
「
こ
れ
等
に
よ
っ
て
も
公
羊
家
説
が
緯
説

の
中
に
吸
収
さ
れ
る
過
程
を
想
見
す
る
こ
と
が
出
束
る
。
吸
収
さ
れ

る
と
い
う
よ
り
も
、
公
羊
家
が
か
か
る
緯
説
を
つ
く
り
出
し
た
と
言

っ
た
方
が
適
切
か
も
知
れ
な
い
」
（
山
田
琢
『
春
秋
學
の
研
究
』
二
六

頁
）
。
「
今
文
學
は
内
容
的
に
圏
識
と
の
親
緑
性
が
濃
厚
な
學
問
で
あ

注
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っ
た
」
（
堀
池
信
夫
『
没
魏
思
想
史
研
究
』
五
五
頁
）
。

(
4
)
第
三
篇
第
二
章
「
班
固
の
思
想
下
」
四
四
九
頁
。
な
お
、
番
琥

は
筆
者
が
振
っ
た
。

(
5
)
本
文
で
は
な
く
、
筆
者
が
論
旨
を
要
約
し
た
も
の
。

(
6
)
す
ぐ
下
で
述
べ
る
。

(
7
)
だ
か
ら
、
通
説
の
側
か
ら
疑
問
が
出
る
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
例
え

ば
、
渡
湛
義
浩
氏
は
「
左
偲
と
緯
書
の
心
酔
者
で
あ
る
班
固
が
、
左

偲
家
で
は
な
く
公
羊
家
の
蓋
仲
舒
を
な
ぜ
宣
揚
す
る
か
」
（
『
雨
漢
の

儒
教
と
政
治
櫂
力
』
一
九
七
頁
）
と
言
っ
て
い
る
（
ち
な
み
に
、
筆

者
な
ら
ば
、
「
左
偲
と
緯
書
と
は
封
立
す
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
問

う
）
。
な
お
、
幅
井
氏
は
、
こ
れ
に
封
し
て
、
「
誰
か
過
去
の
先
達
や
、

先
盟
を
捜
し
て
、
櫂
威
を
置
こ
う
と
し
た
時
に
、
左
偲
家
に
は
誰
も

い
な
か
っ
た
か
ら
」
（
同
書
二

0
四
頁
）
と
答
え
て
い
る
（
ち
な
み
に
、

筆
者
な
ら
ば
、
「
緯
書
と
菰
仲
舒
と
の
深
い
繋
が
り
か
ら
」
と
答
え
る
）
。

(
8
)
輻
井
氏
が
「
古
束
、
『
左
偲
』
と
識
緯
に
闊
し
て
は
、
そ
の
相
閲
性

や
類
似
性
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
」
（
『
漢
代
儒

教
の
史
的
研
究
』
四
二
九
頁
）
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
自
注
に

よ
る
限
り
、
残
念
な
が
ら
、
説
話
の
中
身
の
こ
と
で
あ
る
。

(
9
)
周
知
の
と
お
り
、
そ
れ
ま
で
は
、
五
行
相
勝
に
よ
る
漢
水
徳
説
か

漢
土
徳
説
で
あ
っ
た
。
な
お
、
劉
欽
は
と
も
か
く
、
劉
向
の
方
は
公

羊
寄
り
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
異
論
も
豫
想
さ
れ
る
が
、

後
に
買
逹
の
と
こ
ろ
で
も
隅
れ
る
よ
う
に
、
漢
火
徳
説
（
没
党
後
説

を
含
む
）
は
も
と
も
と
、
左
氏
偲
に
絡
ま
せ
な
い
と
う
ま
く
説
明
で

き
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
筆
者
は
、
『
左
氏
偲
』
を
、

劉
向
父
子
が
、
中
秘
書
を
領
校
し
た
際
に
検
見
し
た
戦
國
時
代
の
史

話
・
説
話
集
に
も
と
づ
い
て
編
集
し
た
も
の
、
と
考
え
て
い
る
（
拙

稿
「
義
か
ら
事
へ
|
|
‘
『
左
氏
偲
』
の
出
現
」
『
雨
漢
に
お
け
る
詩
と

三
偲
』
所
収
）
。

(10)
ち
な
み
に
、
数
少
な
い
緯
書
の
専
家
の
一
人
、
安
居
香
山
氏
の
考

え
方
は
、
上
の
注
③
に
も
示
し
た
よ
う
に
、
通
説
ど
お
り
だ
が
、
一

部
に
、
ト
ー
ン
の
違
っ
た
言
説
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
緯
書
思
想

そ
の
も
の
は
、
賞
時
の
思
想
の
集
成
的
な
構
成
の
上
に
形
成
さ
れ
て

い
る
故
に
、
特
に
或
る
特
定
の
腔
系
を
考
え
る
事
は
難
し
い
面
が
あ

る
と
い
う
事
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
こ
に
諸
種
の
思
想
が
混
在
し
て
い

る
。
た
だ
そ
れ
を
緯
書
な
り
に
組
織
立
て
た
と
こ
ろ
に
、
緯
書
思
想

の
腔
系
が
あ
る
と
考
え
る
。
故
に
、
古
文
學
思
想
が
混
在
す
る
事
も
、

充
分
あ
り
得
る
の
で
あ
る
」
（
『
緯
書
の
基
礎
的
研
究
』
六
七
頁
）
と

い
っ
た
調
子
で
あ
る
。
緯
書
と
符
命
（
王
拝
）
と
を
引
き
離
そ
う
と

す
る
あ
ま
り
、
つ
い
筆
が
す
べ
っ
た
も
の
と
解
繹
し
た
い
が
、
き
わ

め
て
複
雑
な
事
象
を
「
混
在
」
の
二
呂
で
片
づ
け
る
の
で
は
、
思
考

停
止
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
あ
る
ま
い
。

(11)

④
「
漢
興
推
陰
陽
言
災
異
者
孝
武
時
有
蓋
仲
舒
夏
侯
始
昌

宣
則
睦
孟
夏
侯
勝
元
成
則
京
房
粟
奉
劉
向
谷
永

終
術
」
（
『
没
書
』
睦
雨
夏
侯
京
粟
李
個
賛
）

哀
平
則
李
尋
田 昭
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言
劉
秀
嘗
為
天
子

偲）R

「

其

後

劉

欽

研

機

極

深

参

以

易

道

嬉

維

書

乾

曜

度

推

廣

九

道

歳

進

退

六

十

三

分

四
歳
一
超
次
輿
天
相
應
少
有
閥
謬
」
（
『
績
漢
書
』
律
暦
志
中
）

な
お
、
こ
れ
は
劉
飲
本
人
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で
傍
證

だ
が
、
『
後
漢
書
』
李
通
偲
に
「
初
事
拇
飲
好
星
歴
識
記
為
王
葬

宗
卿
師
」
と
あ
る
。
ま
た
、
周
知
の
こ
と
だ
が
、
『
漢
書
』
五
行
志
は
、

劉
向
の
「
洪
範
五
行
個
論
」
に
も
と
づ
き
、
劉
欽
の
災
異
解
繹
も
多

敷
載
せ
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(12)
少
な
く
と
も
、
秘
書
の
領
校
時
に
は
緯
書
は
ま
だ
な
か
っ
た
、
と

い
う
こ
と
。

(13)
板
野
長
八
『
儒
教
成
立
史
の
研
究
』
が
、
劉
向
と
劉
欽
に
あ
て
て

牟 ⑥
「
初

百
七
十

百
四
十

瞼
之
春
秋

欽
以
建
平
元
年
改
名
秀

圏
赤
伏
符
云
劉
秀
検
兵
捕
不
道
四
夷
雲
集
龍
闘
野

火
為
主
故
改
名
幾
以
趣
也
）
」
（
『
漢
書
』
劉
欽
偲
）

⑤
「
衛
将
軍
王
渉
素
養
道
士
西
門
君
悪
君
惑
好
天
文
識
記

言

星

幸

掃

宮

室

劉

氏

嘗

復

興

國

師

公

姓

名

是

也

渉

信

其

言

（
中
略
）
欲
因
為
言
天
文
人
事
東
方
必
成
」
（
『
漢
書
』
王
芥
偲
下
）

⑥
「
漢
承
党
運
歴
敷
延
長
今
皇
帝
姓
琥
見
於
圏
書
自
前
世
博

物
道
術
之
士
谷
子
雲
夏
賀
良
等
建
明
漢
有
再
受
命
之
符
言
之
久

故
劉
子
駿
改
易
名
字
裳
應
其
占
及
芽
末
道
士
西
門
君
恵

遂
謀
立
子
駿
事
覺
被
殺
」
（
『
後
漢
書
』
蜜
融

以
河
圏
帝
覧

為
渉

四
七
之
際

字
穎
叔
云
（
注

應
勁
日

河

い
る
（
三
二
七
頁
）
の
は
、
時
代
的
に
言
っ
て
誤
り
。
穀
梁
は
不
明

だ
が
、
左
氏
は
お
そ
ら
く
韓
飲
で
あ
ろ
う
（
『
後
没
書
』
苑
升
偲
を
参

照
）
。
陳
元
だ
と
す
る
と
、
下
に
あ
げ
る
『
後
漢
書
』
儒
林
偲
と
矛
盾

す
る
。

(14)

「
其
後
有
詔
會
議
憩
豪
所
虚
帝
謂
諌
日
吾
欲
以
識
決
之
何
如

諏

獣

然

良

久

日

臣

不

讀

識

帝

問

其

故

諜

復

極

言

識

之

非

綬

帝

大

怒

日

桓

諄

非

聖

無

法

将

下

斬

之

諏

叩

頭

流

血

良

久

乃

得

解

出

為

六

安

郡

丞

意

忽

忽

不

栗

道

病

卒

時

年

七

十

餘
」
（
『
後
漢
書
』
桓
諄
偲
）

(15)

「
帝
嘗
問
興
郊
祀
事

不
腐
識

吾
欲
以
識
断
之

帝

怒

日

卿

之

不

為

識

非

之

邪

興

樫

恐

日

臣

於

書

有

所

未

學

而

無

所

非

也

帝

意

乃

解

興

敷

言

政

事

依

紐

守

義

文
章
淵
雅
然
以
不
善
識
故
不
能
任
」
（
『
後
漢
書
』
鄭
典
偲
）

(16)

「
帝
以
敏
博
通
経
記
令
校
圏
識
使
謁
去
雀
肢
所
為
王
葬
著
録
次

比

敏

封

日

識

書

非

聖

大

所

作

其

中

多

近

郡

別

字

頗

類

世

俗

之

辞

恐

疑

誤

後

生

帝

不

納

敏

因

其

問

文

増

之

日

君

無

口

為

漢

輔

召

敏

問

其

故

敏

封

日

臣

見

前

人

増

損

圏

書

帝

深

非

之

雖

党

不

罪

而

亦

以

帝
見
而
怪
之

敢
不
自
量
瓶
幸
萬

此
沈
滞
」
（
『
後
漢
書
』
儒
林
偲
）

(17)

こ
の
よ
う
な
評
償
は
、
今
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
氣

づ
い
た
も
の
だ
け
で
も
列
翠
す
れ
ば
、

0
「
古
文
學
在
學
統
上
本
輿
緯
識
立
於
相
反
的
地
位

日

何
如

但
漢
代
古
文

興
封
日

臣

(26) 



學
者
因
為
或
阿
俗
學
或
投
主
好
或
別
具
深
‘
ぃ
所
以
也
多
典

緯
識
有
開
」
（
『
周
予
同
経
學
史
論
著
選
集
』
〈
緯
書
輿
綬
今
古
文
學
〉

五
八
頁
）

0
「
元
束
、
劉
歓
及
び
其
の
後
の
左
偲
家
は
、
圏
識
の
説
を
好
ま
な

か
っ
た
も
の
で
、
鄭
興
父
子
の
如
き
は
此
の
故
に
重
用
せ
ら
れ
ず
、

左
偲
の
表
章
に
功
を
奏
す
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る

に
買
達
は
此
の
黙
に
着
目
し
て
時
の
好
尚
に
乗
ず
な
作
戦
に
出
で
、

以
て
左
氏
の
表
章
を
圏
っ
た
の
で
あ
る
」
（
鎌
田
正
『
左
偲
の
成
立
と

其
の
展
開
』
四
七
七
頁
）

0
「
古
文
學
説
に
識
緯
も
取
り
込
な
う
る
態
度
、
今
文
綬
説
を
も
援

用
す
る
の
と
同
一
の
そ
の
柔
軟
な
姿
勢
こ
そ
が
、
時
代
に
評
債
さ
れ

た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」
（
田
中
麻
紗
巳
『
雨
漢
思
想
の
研
究
』

八
頁
）

0
「
古
文
學
の
検
展
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
な
ら
ば
、
圏
識
を
利
用

し
て
も
か
ま
わ
ぬ
、
と
い
う
柔
軟
な
榛
楷
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

い
わ
ば
官
僚
の
慮
世
法
の
融
通
性
と
み
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
」

（
堀
池
信
夫
『
漢
魏
思
想
史
研
究
』
二
五
七
頁
）

な
お
、
こ
れ
ら
の
論
考
の
背
後
に
は
、
も
ち
ろ
ん
、
先
に
述
べ
た
”
緯

書
を
今
文
學
の
専
賣
特
許
と
す
る
”
通
説
が
あ
る
。

(
1
8
)
こ
こ
の
文
を
「
従
束
二
家
の
季
は
岡
識
を
引
い
た
、
委
し
く
言
へ

ば
公
羊
に
ば
園
識
お
か
‘
左
備
に
ば
な
い
、
と
い
ふ
事
で
議
論
を
し

た
」
（
狩
野
直
喜
『
雨
没
學
術
考
』
一
四
五
頁
）
と
解
す
る
の
は
誤
り
。 四

「
二
家
の
い
づ
れ
も
が
圏
識
を
引
い
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
文
か
ら
、
陳
元
も
ま
た
、
緯
書
に
親
近
し
た
古
文

家
の
一
人
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

(19)

鄭
玄
は
、
今
古
兼
習
だ
か
ら
、
最
初
か
ら
考
察
の
封
象
に
は
な
ら

な
い
。

(
2
0
)
重
複
が
多
い
か
ら
、
見
か
け
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
や
は
り
膨
大
で

あ
る
。

(21)

五
行
相
生
に
よ
る
漢
火
徳
説
に
つ
い
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

緯
書
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
に
も
例
が
多
い
の
で
、

既
に
探
し
出
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
こ
で
は
除
外
す
る
。

(22)
な
お
、
緯
書
に
偲
文
が
そ
の
ま
ま
登
場
す
る
こ
と
自
腔
は
、
公
羊

に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
、
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
王
者

執
謂
謂
文
王
也
」
（
『
公
羊
』
隠
公
元
年
疏
引
〈
春
秋
説
〉
）
は
、
隠

公
元
年
の
公
羊
偲
文
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
「
王
者
之
後
稲
公
大
國
稲

侯
」
（
『
證
記
』
王
制
疏
引
〈
援
紳
契
〉
）
は
、
隠
公
五
年
の
公
羊
博
文

と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

(
2
3
)
他
の
輯
侠
書
に
も
拾
わ
れ
て
い
る
が
、
い
づ
れ
も
み
な
、
こ
こ
か

ら
の
孫
引
き
で
あ
る
。

(
2
4
)
な
お
、
馬
國
翰
は
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
で
、
こ
の
長
文
を
う
ま

く
ア
レ
ン
ジ
し
て
、
〈
考
異
郵
〉
の
文
と
し
て
拾
っ
て
い
る
が
、
そ
こ

ま
で
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。

(25)

「
偲
二
十
二
年
宋
公
及
楚
人
戦
干
乱

左
氏
以
其
不
用
子
魚
之
計
至

(27) 



孔
子
自
衛
反
魯

考
正
證
栗

而
公
羊
善
之
云

脩
春

於

軍

敗

身

傷

所

以

責

襄

公

也

雖

文

王

之

戦

亦

不
是
過
鄭
蔵
脅
盲
云
刺
襄
公
不
度
徳
不
量
力
引
考
異
郵
云

襄
公
大
辱
師
敗
於
乱
徒
信
不
知
櫂
話
之
謀
不
足
以
交
邸
國
定

遠
櫃
也
此
是
誤
師
敗
也
公
羊
不
譲
違
考
異
郵
突
」

(26)
注

(23)

に
同
じ
。

(27)
な
お
、
偲
述
人
の
名
が
緯
書
に
登
場
し
て
く
る
こ
と
自
腔
は
、
異

と
す
る
に
足
ら
な
い
。
例
え
ば
、
「
公
羊
全
孔
経
（
宋
均
注
公
羊

公
羊
高
也
紐
指
謂
春
秋
）
」
（
『
初
學
記
』
巻
二
十
一
引
〈
春
秋
演
孔

圏
〉
）
、
「
偲
我
書
者
公
羊
高
也
」
（
『
公
羊
』
何
休
序
疏
引
〈
説
題
辞
〉
）
、

「
菰
仲
舒
乱
我
書
」
（
『
論
衡
』
案
書
引
〈
識
書
〉
）
な
ど
。

(28)
な
お
、
文
公
六
年
の
左
氏
偲
文
に
「
閏
月
不
告
朔
非
證
也
閏

以

正

時

時

以

作

事

事

以

厚

生

生

民

之

道

於

是

平

在

芙

不

告
閏
朔
棄
時
政
也
何
以
為
民
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
『
北
堂
書
紗
』

隊
時
部
の
こ
の
邊
は
窟
誤
が
多
い
よ
う
な
の
で
、
こ
れ
が
本
嘗
に
〈
元

命
包
〉
の
文
な
の
か
、
や
や
疑
問
が
残
る
。

(29)
「
獲
麟
」
解
繹
全
般
に
つ
い
て
は
、
間
嶋
潤
一
「
雨
漢
に
於
け
る
「
獲

麟
」
解
繹
に
就
い
て
」
（
『
漢
文
學
會
會
報
』

36)

を
参
照
。

(30)

な
お
、
『
左
氏
』
哀
公
十
四
年
「
西
狩
獲
麟
」
の
疏
に
も
、
こ
こ
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
よ
う
な
形
で
、
同
旨
の
文
が
み
え
る
。
た
だ
、

こ
こ
と
は
異
な
る
表
現
も
あ
る
の
で
、
そ
の
部
分
の
み
、
補
足
と
し

て
翠
げ
て
お
く
。

「
買
造
服
虔
穎
容
等
皆
以
為

約
以
周
證

以
為
脩
母
致
干
之
應
」

(31)
な
お
、
間
嶋
氏
は
、
注

(29)

に
拳
げ
た
論
考
に
於
い
て
、

行
説
七
十
諸
侯
無
定
慮
意
欲
使
天
下
之
民
各
得
其
所
而
道
不

行

退

而

脩

春

秋

采

瑳

毛

之

善

貶

繊

介

之

悪

人

事

決

王

道

備
精
和
聖
制
上
通
於
天
而
麟
至
此
天
之
知
夫
子
也
」
（
『
説
苑
』

至
公
）
と
い
う
資
料
も
引
い
て
い
る
。

(32)

左
氏
も
も
ち
ろ
ん
漢
火
徳
説
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
《
春
秋
》
が
火

に
嘗
た
る
の
は
、
公
羊
の
よ
う
に
春
秋
II
漠
だ
か
ら
で
は
な
く
、
本

文
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
春
秋

II
證
だ
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
左

氏
は
、
「
獲
麟
」
と
《
春
秋
》
制
作
と
の
前
後
閲
係
を
、
革
命
説
と
は

か
か
わ
り
の
な
い
と
こ
ろ
で
語
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(33)

先
に
翠
げ
た
長
文
の
資
料
で
充
分
に
わ
か
る
が
、
よ
り
ぴ
っ
た
り

す
る
表
現
と
し
て
、
注

(30)

に
そ
の
一
部
を
翠
げ
た
左
氏
疏
の
文

に
「
説
左
氏
者
云
麟
生
於
火
而
遊
於
土
中
央
軒
棘
大
角
之
獣
」

と
あ
る
。

(34)
『
黄
氏
逸
書
考
』
に
は
、
よ
く
「
滑
河
郡
本
」
が
出
て
く
る
か
ら
、

『
重
修
緯
書
集
成
』
は
、
お
そ
ら
く
、
「
上
」
を
「
清
河
郡
本
」
と
解

繹
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
「
清
河
郡
本
」
は
正
腔
の
わ

か
ら
な
い
書
物
で
あ
る
。
博
雅
の
教
示
を
請
う
。

(35)
襄
公
元
年
の
左
氏
偲
文
に
「
且
不
登
叛
人
也
」
と
あ
る
。

(36)

昭
公
二
十
六
年
の
左
氏
偲
文
に
「
昔
先
王
之
命
日

秋

三
年
文
成
致
麟

麟
感
而
至

王
后
無
適

取
龍
為
水
物

「
夫
子 故

(28) 



則
揮
立
長
年
鉤
以
徳
徳
鉤
以
卜
」
と
あ
る
。

(37)
『
文
選
』
の
方
の
注
に
「
左
偲
日
魯
諸
大
夫
日
萬
會
諸
侯
於
塗

山
執
玉
吊
者
萬
國
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
、
哀
公
七
年

の
偲
文
で
あ
る
。
な
お
、
『
漢
書
』
地
理
志
下
に
「
蓋
亦
以
彊
幹
弱
支

非
獨
為
奉
山
園
也
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
文
と
か
か
わ
り
が
あ
り

そ
う
で
あ
る
。

(38)
こ
れ
は
、
博
士

T
恭
の
談
で
あ
り
、
『
後
漢
書
』
儒
林
偲
に
よ
れ
ば
、

彼
は
公
羊
家
で
あ
る
。

(39)

雀
適
『
史
記
探
源
』
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
猪
先
生
の
補
映
部
分
で

あ
る
。

(40)
な
お
、
『
春
秋
繁
露
』
盟
會
要
に
「
故
日
立
義
以
明
尊
卑
之
分

強
幹
弱
枝
以
明
大
小
之
職
」
と
あ
り
、
同
十
指
に
「
強
幹
弱
枝
大

本
小
末
一
指
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
強
幹
弱
枝
」
が
「
大
小
」
が

ら
み
で
語
ら
れ
る
と
、
話
は
複
雑
で
あ
る
。
桓
公
二
年
の
左
氏
偲
文

に
「
本
大
而
末
小
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
緯
書
と

左
氏
偲
に
繁
露
を
加
え
た
三
角
関
係
は
下
で
述
べ
る
。

(41)
『
文
選
』
巻
第
五
十
四
〈
辮
命
論
〉
の
注
に
「
春
秋
元
倫
巷
日
」
と

し
て
、
ほ
ぽ
同
文
が
み
え
る
。

(42)

ち
な
み
に
、
〈
命
麻
序
〉
の
「
次
日
帝
宣
」
の
下
の
「
日
少
臭
」
は

”
或
は
注
記
の
文
が
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
か
と
も
思
わ
れ
る
”
と
い
う
原
田

氏
の
指
摘
は
、
正
鵠
を
得
て
い
る
（
注

(
1
)

に
翠
げ
た
『
識
緯
思

想
の
綜
合
的
研
究
』
二
九

0
頁）。

仁
覆
慇
下

披
遠
視
之
蒼
莉
然
則
稲
莉
天
／
謹
案

欽
若
臭
天
抱
勅
四
時
知
臭
天
不
獨
春
春
秋
左
氏
日

月
己
丑
孔
子
卒
稲
曼
天
不
弔
時
非
秋
天
」
で
あ
る
。
雨
者
を
比

較
す
る
に
、
『
緯
盟
』
を
底
本
と
し
た
『
重
修
緯
書
集
成
』
の
方
は
、

「
元
氣
廣
大
」
の
下
に
「
則
稲
晏
天
仁
覆
慇
下
」
の
八
字
が
脱
落

し
て
、
四
琥
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
し
ば
ら
く

上
天

(43)
賞
は
、
文
中
に
「
白
帝
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
（
〈
元
命
芭
〉
の
方
に

は
な
い
が
）
、
検
討
す
る
ま
で
も
な
く
、
〈
命
麻
序
〉
の
文
と
同
様
に
、

五
行
相
生
に
よ
る
漢
火
徳
説
の
一
環
で
あ
る
と
、
即
座
に
認
定
し
て

も
よ
か
っ
た
。

(44)
安
居
香
山
・
中
村
琉
八
雨
氏
の
編
集
に
よ
る
『
重
修
緯
書
集
成
』

巻
二
（
書
・
中
候
）
は
、
〈
尚
書
緯
〉
と
し
て
「
天
有
五
暁
各
因
所

宜

稲

之

尊

而

君

之

則

日

皇

天

元

氣

廣

大

則

稲

受

天

自

上

監
下
則
稲
上
天
披
遠
視
之
蒼
蒼
然
則
稲
藷
天
」
（
六
八
頁
）

と
い
う
文
を
掲
げ
、
出
典
と
し
て
『
周
證
』
大
宗
伯
疏
を
翠
げ
、
こ

の
文
を
拾
っ
て
い
る
輯
侠
書
と
し
て
、
『
緯
掘
』
・
『
古
微
書
』
・
『
玉
函

山
房
輯
侠
書
』
・
『
漢
學
堂
叢
書
』
・
『
黄
氏
逸
書
考
』
・
『
集
緯
』
を
列

暴
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
周
證
』
大
宗
伯
疏
の
原
文
は
「
異
義
天

琥
等
六
(
?
)
今
尚
書
欺
陽
読
日
欽
若
臭
天
春
日
臭
天
夏
日

蒼

天

秋

日

曼

天

冬

日

上

天

抱

為

皇

天

爾

雅

亦

然

／

故

尚

書

読
云
天
有
五
琥
各
用
所
宜
稲
之

則
稲
臭
天

氣
廣
大

則
稲
受
天

甜
書
党
命
毅
和

自
上
監
下

夏
四

則
稲

尊
而
君
之

則
日
皇
天

元

(29) 



措
い
て
、
よ
り
重
要
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
疏
の
中
の
「
故
尚

書
説
云
」
の
「
故
」
の
讀
み
の
問
題
で
あ
る
。
諸
諸
の
輯
侠
書
が
「
天

有
五
暁
」
以
下
を
緯
書
の
文
と
し
て
拾
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、

「
故
」
を
ゆ
え
に
と
讀
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
（
箪
な
る
孫
引
き

の
場
合
も
あ
る
が
）
。
そ
う
す
れ
ば
、
「
倫
書
説
」
が
一
ま
と
ま
り
の

語
と
な
り
、
「
尚
書
読
」
な
ら
ば
、
『
證
記
』
檀
弓
下
の
疏
に
「
凡
鄭

云
説
者
皆
緯
候
也
時
禁
緯
候
故
轄
緯
為
説
也
。
故
鄭
志
張
逸

問

證

注

日

書

説

書

説

何

書

也

苔

日

尚

書

緯

也

鴬

為

注

時

時
在
文
網
中
堀
引
秘
書
故
諸
所
牽
圏
識
皆
謂
之
説
」
と
あ
る

の
に
倣
い
、
「
尚
書
緯
」
と
讀
み
か
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
ゆ
え
に
」
で
は
、
上
文
と
論
理
的
に
つ
な
が
ら
な
い
の
も
、
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
こ
れ
は
、
許
惧
『
五
紐
異
義
』
の

文
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
今
文
説
と
古
文

説
と
を
掲
げ
、
ど
ち
ら
か
に
軍
配
を
上
げ
る
（
だ
い
た
い
古
文
説
の

方
だ
が
）
と
い
う
『
異
義
』
の
腔
例
を
考
え
、
上
に
「
今
尚
書
欺
陽

説
」
と
あ
る
の
を
確
認
す
れ
ば
、
下
の
「
故
尚
書
説
」
は
正
し
く
は

「
古
尚
書
説
」
と
讀
む
べ
き
こ
と
は
、
自
明
で
あ
ろ
う
（
ち
な
み
に
、

『
詩
』
王
風
〈
黍
離
〉
「
悠
悠
莉
天
此
何
人
哉
」
の
毛
偲
に
「
莉
天

以

腔

言

之

尊

而

君

之

則

稲

皇

天

元

氣

廣

大

則

稲

臭

天

仁

覆

閃

下

則

稲

曼

天

自

上

降

窒

則

稲

上

天

掠

遠

視

之

蒼

蒼
然
則
稲
蒼
天
」
と
あ
り
、
疏
に
引
く
『
異
義
』
に
「
古
尚
書
説

輿
毛
同
」
と
あ
る
）
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
件
の
文
は
、
『
重
修
緯
書

集
成
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
諸
の
輯
侠
書
の
、
い
ち
い
ち
出
典
の
原

文
に
嘗
た
っ
て
そ
の
論
理
を
詳
し
く
分
析
し
な
い
杜
撰
さ
に
よ
っ
て
、

緯
書
で
な
い
も
の
が
緯
書
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
恰
好
の
例
で
あ
る

（
『
緯
掘
』
は
そ
れ
で
も
、
と
き
ど
き
考
證
を
行
な
っ
て
い
る
）
。
貰

は
、
筆
者
も
、
危
う
く
、
だ
ま
さ
れ
て
、
こ
の
文
を
、
緯
書
の
中
の

古
文
説
の
例
に
加
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

(45)

「
緯
書
み
ず
か
ら
が
、
相
生
説
を
説
い
た
と
は
、
緯
書
の
成
り
立
ち

や
、
そ
の
他
の
思
想
研
究
か
ら
し
て
も
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
る
な

ら
ば
‘
雷
時
流
行
の
栢
生
説
を
援
用
い
だ
と
考
え
る
外
無
い
」
（
安
居
．

香
山
『
緯
書
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
四
三
一
頁
）
と
言
う
の
で
は
、

説
明
に
な
る
ま
い
。
安
居
氏
自
身
も
「
漢
火
徳
を
説
く
に
賞
り
、
伏

毅
を
木
徳
に
配
し
、
以
下
諸
王
朝
を
配
し
て
相
生
的
五
徳
終
始
説
を

立
説
し
た
の
は
、
淡
書
の
律
暦
志
や
郊
祀
志
賛
の
資
料
が
示
す
ご
と

く
、
劉
向
父
子
で
あ
っ
た
」
（
同
書
四
三

0
頁
）
と
言
っ
て
い
る
で
は

な
い
か
。

(46)
水
面
下
の
巨
塊
が
、
五
行
相
生
に
よ
る
漢
火
徳
で
あ
る
。

(47)

も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
、
禁
歴
な
ど
に
よ
っ
て
散
侠
し
た
も
の
の
多

く
は
古
文
説
で
あ
っ
た
、
な
ど
と
ロ
マ
ン
を
語
る
つ
も
り
は
毛
頭
な

い
。
あ
く
ま
で
現
存
資
料
に
も
と
づ
く
の
が
學
問
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
現
存
す
る
緯
書
資
料
は
、
一
部
の
も
の
を
除
い
て
、

全
く
の
断
片
で
あ
り
、
い
く
ら
継
ぎ
接
ぎ
し
て
も
、
ま
と
ま
っ
た
一

つ
の
文
章
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
か
ら
、
筆
者
は
、
緯
書
が
常
時
、

(30) 



ま
と
ま
っ
た
―
つ
の
書
物
の
形
腔
を
と
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
、
疑

問
を
持
っ
て
い
る
。
は
じ
め
か
ら
断
片
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

fヽ

O
カ

(48)

「
漢
代
春
秋
學
に
闊
す
る
二
、
三
の
問
題
ー
ー
l

『
春
秋
繁
露
』
徹
序

篇
と
『
史
記
』
太
史
公
自
序
|
~
」
(
『
跡
見
學
園
女
子
大
學
紀
要
』

第
十
六
琥
）

(49)
同
拙
稿
の
注

(37)

(50)
第
五
二
同
國
際
東
方
學
者
會
諦
東
京
會
談
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー

「
雨
漢
に
お
け
る
『
春
秋
』
三
偲
の
相
剋
」
（
二

0
0七
年
五
月
一
八

日
）
で
、
筆
者
が
、
「
義
か
ら
事
ヘ
ー
『
左
氏
偲
』
の
出
現
」
と
題

し
て
検
表
を
行
な
っ
た
際
、
こ
の
「
空
言
」
と
「
行
事
」
の
話
を
出

し
た
と
こ
ろ
、
京
都
大
學
の
池
田
秀
三
氏
か
ら
も
、
同
旨
の
質
問
を

受
け
た
。

(51)
質
は
、
問
題
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
上
の
自
問
の
績
き
と
し
て
、

筆
者
は
さ
ら
に
「
ま
た
、
こ
の
黙
で
言
え
ば
、
た
と
え
、
そ
の
晩
出

性
を
考
慮
す
る
に
せ
よ
、
愈
序
篇
•
太
史
公
自
序
と
い
っ
た
、
一
應

窟
仲
舒
に
関
係
づ
げ
ら
和
で
い
な
文
章
の
中
に
、
『
左
博
』
の
宣
偲
文

句
が
見
え
る
と
い
う
こ
と
も
、
奇
妙
と
言
え
ば
奇
妙
で
あ
る
」
と
述

べ
て
お
い
た
。
本
稿
の
冒
頭
に
掲
げ
た
幅
井
氏
の
所
謂
①
『
左
偲
』

②
緯
書
③
汲
甕
後
説
④
漢
火
徳
説
⑤
菰
仲
舒
の
う
ち
、
①
と
⑤
と
の

問
係
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
の
は
、
自
答
の
第
二
歩
と
い
う

こ
と
で
、
ま
だ
準
備
は
し
て
い
な
い
が
、
展
望
だ
け
は
、
以
下
に
示

し
て
お
き
た
い
（
な
お
、
賞
は
こ
こ
で
は
、
菰
仲
舒
よ
り
も
、
『
春
秋

繁
露
』
と
言
っ
た
方
が
正
確
で
あ
る
）
。

『
繁
露
』
と
緯
書
と
に
密
接
な
問
係
が
あ
る
の
は
、
周
知
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
際
、
普
通
に
は
、
『
繁
露
』
↓
緯
書
と
い
う
影
宕
闊
係
が

考
え
ら
れ
る
が
、
『
繁
露
』
が
前
漢
末
ま
で
の
思
想
を
含
む
と
す
る
と

（
筆
者
は
そ
う
考
え
る
）
、
緯
書
↓
『
繁
露
』
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
も
し
緯
書
に
左
氏
説
が
入
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

『
繁
露
』
に
左
氏
説
が
あ
っ
て
も
少
し
も
不
思
談
で
は
な
い
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
、
『
左
氏
偲
』
．
緯
書
・
『
繁
露
』
の
三
者

は
、
い
づ
れ
も
み
な
、
前
漢
末
と
い
う
な
つ
ぼ
の
よ
う
な
時
代
に
出

現
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
時
代
性
を
も
っ
た
三
者
に
相
互
開
係
が
な

い
わ
け
は
な
い
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
な
お
、
『
繁
露
』
が
こ
の
よ
う

な
性
格
を
も
っ
と
す
れ
ば
、
蓋
仲
舒
は
、
も
は
や
、
箪
な
る
公
羊
學

者
で
は
な
く
な
る
。
幅
井
氏
の
い
う
”
班
固
に
よ
る
蓋
仲
舒
の
虚
像
の

造
作
”
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
邊
の
事
情
と
問
わ
り
が
あ
る
の
だ
ろ

う
が
、
今
、
筆
者
が
注
目
し
て
い
る
の
は
、
何
休
が
『
公
羊
解
詰
』

に
於
い
て
、
華
仲
舒
の
説
を
か
な
り
利
用
し
な
が
ら
、
菌
仲
舒
と
い

う
大
物
の
存
在
を
全
く
無
視
し
て
い
る
こ
と
、
『
後
漢
書
』
儒
林
偲
に

菰
仲
舒
が
登
場
し
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
（
雨
書
で
持
ち
上
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
胡
母
生
で
あ
る
）
。
な
お
、
緯
書
（
左
氏
説
）
↓
『
繁

露
』
の
具
腔
例
と
し
て
は
、
先
の
徹
序
篇
の
「
孔
子
日
（
中
略
）
以

為
見
之
空
言
不
如
行
事
博
深
切
明
」
の
他
に
、
重
政
篇
の
「
故
日

(31) 



最
後
に
『
史
記
』
太
史
公
自
序
の
文
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
緯
書
の

中
の
古
文
説
の
候
補
と
し
て
、
「
失
之
豪
艇
差
以
千
里
」
を
翠
げ
て
お
き

た
い
。
こ
の
文
は
、
同
じ
太
史
公
自
序
の
中
に
「
易
日
」
と
し
て
見
え
る

が
、
〈
集
解
〉
に
「
今
易
無
此
語
易
緯
有
之
」
と
あ
り
、
賞
際
、
い
ま
『
易

緯
通
卦
験
上
』
に
見
え
る
（
通
行
の
「
易
緯
八
種
」
を
信
用
し
て
の
話
だ

が
）
。
さ
て
、
こ
の
文
が
緯
書
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
を
古
文
説
（
左
氏
説
）

と
認
定
す
る
根
披
は
何
か
。
―
つ
は
、
同
じ
太
史
公
自
序
の
中
に
、
し
か

も
ご
く
近
い
箇
所
に
；
空
言
と
行
事
”
と
い
う
、
緯
書
で
あ
り
、
か
つ
左

氏
説
で
あ
る
文
が
見
え
る
、
か
ら
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
『
證
記
』
経
解

の
最
後
に
「
易
日
君
子
恨
始
差
若
豪
終
謬
欺
千
里
此
之
謂
也
」

と
し
て
、
同
旨
の
文
が
見
え
る
が
、
同
篇
の
前
の
方
に
も
「
隔
辞
比
事

春
秋
教
也
」
と
い
う
左
氏
説
（
拙
稿
「
”
隔
辞
比
事
”
と
そ
の
背
景
」
『
日

本
中
國
學
會
報
』
第
四
十
八
集
を
参
照
）
が
あ
る
、
か
ら
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
い
づ
れ
も
状
況
證
掠
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
断
言
は
出
束
な
い
。
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
翠
げ
た
ま
で
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
失
之
豪
腋
差

以
千
里
」
「
差
若
豪
楚
紺
以
千
里
」
等
の
表
現
は
、
『
大
戴
證
』
保
偲
•

同
證
察
・
『
新
書
』
胎
教
・
『
漢
書
』
東
方
朔
偲
・
同
趙
充
國
他
に
も
見
え

る
が
、
い
づ
れ
も
み
な
、
晩
出
の
文
献
で
あ
る
。

補
論 博

而
明
深
而
切
芙
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
得
る
。

本
稿
の
校
正
中
に
、
関
口
順
氏
よ
り
、
「
皮
錫
瑞
『
経
學
歴
史
』
に
つ
い

て
」
（
埼
玉
大
學
紀
要
教
養
學
部
第
四
五
巻
第
一
琥
二

0
0九
年
）

が
届
い
た
。
利
目
に
債
す
る
高
論
で
、
拙
稿
を
「
緯
書
と
古
文
學
」
と
名

づ
け
た
こ
と
を
後
悔
さ
せ
ら
れ
た
。
と
い
う
の
も
；
後
漢
に
お
い
て
、
例

え
ば
、
左
偲
學
者
と
公
羊
學
者
が
學
官
の
坐
を
め
ぐ
り
争
っ
た
の
は
事
賞

で
あ
る
が
、
別
に
古
文
學
説
一
般
と
今
文
學
説
一
般
が
争
っ
て
い
た
の
で

は
な
い
”
と
か
、
”
『
左
氏
偲
』
『
公
羊
偲
』
『
周
證
』
な
ど
の
経
説
は
、
他
の

経
説
と
同
じ
く
そ
れ
ぞ
れ
が
完
結
的
に
存
在
し
、
時
と
し
て
相
互
に
野
立

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
古
學
の
経
説
腔
系
と
か
今
學
の
経
説
腔
系
と
か

は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
”
と
か
、
”
発
・
舜
•
萬
•
湯
·

文
•
武
・
周
公
・
孔
子
・
曾
子
・
子
思
•
孟
子
・
周
推
深

．．． 
朱
窯
と

連
な
る
道
統
が
歴
史
事
賞
と
し
て
で
は
な
く
朱
子
學
の
一
環
と
し
て
の
み

意
味
を
持
つ
よ
う
に
、
雨
漢
に
お
け
る
今
古
文
の
封
立
と
い
う
捉
え
方
も

歴
史
事
賞
と
い
う
よ
り
清
末
今
文
學
の
一
環
と
し
て
の
み
意
味
を
持
つ
”

と
か
、
極
め
て
適
切
な
指
摘
が
敷
多
く
な
さ
れ
て
い
る
、
か
ら
で
あ
る
。

今
か
ら
で
は
遅
い
が
、
せ
め
て
「
緯
書
と
左
氏
読
」
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

叙
述
の
仕
方
も
、
拙
稿
は
、
今
文
・
古
文
の
封
立
と
い
う
圏
式
に
従
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
が
、
目
差
し
て
い
る
方
向
は
賞
は
開
口
氏
と
一
致
し
て
い

る
、
と
言
っ
た
ら
、
氏
は
迷
惑
が
る
だ
ろ
う
か
（
？
）
。

補
論

(32) 


